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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公開番号】特開2006-289796(P2006-289796A)
【公開日】平成18年10月26日(2006.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-042
【出願番号】特願2005-113941(P2005-113941)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   3/32     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   3/36     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   3/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/32    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/36    　　　Ｔ
   Ｂ４１Ｊ   3/46    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月1日(2008.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された墨字文字を表示する墨字関連領域と、入力された点字または前記点字の墨字
訳を表示する点字関連領域と、前記墨字文字が印刷されると共に前記点字が打刻される複
合ラベルのラベルイメージをプレビュー表示するプレビュー領域と、を有する表示画面に
、
　前記ラベルイメージをスクロールさせるためのカーソルを、前記墨字関連領域および前
記点字関連領域に選択的に表示して成るデータ表示装置のデータ表示方法において、
　前記墨字関連領域に前記カーソルを表示した場合、前記墨字関連領域に表示した前記墨
字文字に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示した前記ラベルイメ
ージ内の前記墨字文字と、を対応づけて前記ラベルイメージをスクロールさせ、
　前記点字関連領域に前記カーソルを表示した場合、前記点字関連領域に表示した前記点
字または前記墨字訳に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示した前
記ラベルイメージ内の前記点字と、を対応づけて前記ラベルイメージをスクロールさせる
ことを特徴とするデータ表示装置のデータ表示方法。
【請求項２】
　入力された墨字文字を表示する墨字関連領域と、入力された点字または前記点字の墨字
訳を表示する点字関連領域と、前記墨字文字が印刷されると共に前記点字が打刻される複
合ラベルのラベルイメージをプレビュー表示するプレビュー領域と、を有する表示画面と
、
　前記ラベルイメージをスクロールさせるためのカーソルを、前記墨字関連領域および前
記点字関連領域に選択的に表示するカーソル表示手段と、
　前記墨字関連領域に前記カーソルを表示した場合、前記墨字関連領域に表示した前記墨
字文字に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示した前記ラベルイメ
ージ内の前記墨字文字と、を対応づけて前記ラベルイメージをスクロールさせ、
　前記点字関連領域に前記カーソルを表示した場合、前記点字関連領域に表示した前記点
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字または前記墨字訳に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示した前
記ラベルイメージ内の前記点字と、を対応づけて前記ラベルイメージをスクロールさせる
プレビュー表示制御手段と、を備えたことを特徴とするデータ表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のデータ表示装置と、
　前記墨字文字を編集入力する墨字編集入力手段と、
　前記点字を編集入力する点字編集入力手段と、を備え、入力された前記墨字文字および
前記点字に基づいて、前記複合ラベルを作成するためのラベルデータを生成するデータ生
成装置において、
　前記墨字関連領域における前記カーソルおよび前記点字関連領域における前記カーソル
は、それぞれ編集入力位置を表示しており、
　前記カーソルの位置に基づいて、前記墨字文字および前記点字のいずれが編集入力可能
な状態であるかを指標表示する指標表示手段をさらに備えたことを特徴とするデータ生成
装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のデータ生成装置と、
　入力された前記墨字文字に基づいて、処理シートに墨字印刷を行う印刷装置と、
　入力された前記点字に基づいて、前記処理シートに点字打刻を行う打刻装置と、を備え
たことを特徴とするシート処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明のデータ表示装置のデータ表示方法は、入力された墨字文字を表示する墨字関連
領域と、入力された点字または点字の墨字訳を表示する点字関連領域と、墨字文字が印刷
されると共に点字が打刻される複合ラベルのラベルイメージをプレビュー表示するプレビ
ュー領域と、を有する表示画面に、ラベルイメージをスクロールさせるためのカーソルを
、墨字関連領域および点字関連領域に選択的に表示して成るデータ表示装置のデータ表示
方法において、墨字関連領域にカーソルを表示した場合、墨字関連領域に表示した墨字文
字に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示したラベルイメージ内の
墨字文字と、を対応づけてラベルイメージをスクロールさせ、点字関連領域にカーソルを
表示した場合、点字関連領域に表示した点字または墨字訳に対するカーソルの位置と、プ
レビュー領域にプレビュー表示したラベルイメージ内の前記点字と、を対応づけてラベル
イメージをスクロールさせることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明のデータ表示装置は、入力された墨字文字を表示する墨字関連領域と、入
力された点字または点字の墨字訳を表示する点字関連領域と、墨字文字が印刷されると共
に点字が打刻される複合ラベルのラベルイメージをプレビュー表示するプレビュー領域と
、を有する表示画面と、ラベルイメージをスクロールさせるためのカーソルを、墨字関連
領域および点字関連領域に選択的に表示するカーソル表示手段と、墨字関連領域にカーソ
ルを表示した場合、墨字関連領域に表示した墨字文字に対するカーソルの位置と、プレビ
ュー領域にプレビュー表示したラベルイメージ内の墨字文字と、を対応づけてラベルイメ
ージをスクロールさせ、点字関連領域にカーソルを表示した場合、点字関連領域に表示し
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た点字または墨字訳に対するカーソルの位置と、プレビュー領域にプレビュー表示したラ
ベルイメージ内の点字と、を対応づけてラベルイメージをスクロールさせるプレビュー表
示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　これらの構成によれば、カーソルの位置に基づいて、ラベルイメージのプレビュー表示
が制御される。そして、カーソルが墨字関連領域上に位置するときには、カーソルが指し
示す墨字文字のイメージがプレビュー領域の所定位置に表示されるように、（複合ラベル
の）ラベルイメージがプレビュー表示され、カーソルが点字関連領域上に位置するときに
は、カーソルが指し示す点字または墨字訳に対応する点字のイメージがプレビュー領域の
所定位置に表示される。したがって、ユーザは、カーソルの位置と対応させてラベルイメ
ージを把握することが可能である。また、墨字関連領域および点字関連領域における文字
列の長さに関わらず、スクロールによりラベルイメージ全体を表示することができるため
、ユーザの利便性を向上させることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のデータ生成装置は、上記に記載のデータ表示装置と、墨字文字を編集入力する
墨字編集入力手段と、点字を編集入力する点字編集入力手段と、を備え、入力された墨字
文字および点字に基づいて、複合ラベルを作成するためのラベルデータを生成するデータ
生成装置において、墨字関連領域におけるカーソルおよび点字関連領域におけるカーソル
は、それぞれ編集入力位置を表示しており、カーソルの位置に基づいて、墨字文字および
点字のいずれが編集入力可能な状態であるかを指標表示する指標表示手段をさらに備えた
ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この構成によれば、カーソルの位置に基づいて為される指標表示により、墨字文字およ
び点字のいずれが編集入力可能な状態であるかを容易に認識可能である。また、墨字文字
および点字のいずれが編集入力可能であるかを容易に認識可能であるため、墨字関連領域
では、文字の編集入力可能であり、点字関連領域では、文字の編集入力に制限があるよう
な場合において、ユーザは、この指標表示により、文字の編集入力に制限があるか否かに
ついても容易に把握することが可能となる。なお、指標表示の方法としては、点字関連領
域が編集入力不能である旨のメッセージ表示や特定のマーク・記号を用いた表示、墨字関
連領域と点字関連領域とを異なる表示形態で表示させる（たとえば、一方をポジ表示、他
方をネガ表示する）等があげられる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明のシート処理装置は、上記に記載のデータ生成装置と、入力された墨字文字に基
づいて、処理シートに墨字印刷を行う印刷装置と、入力された点字に基づいて、処理シー
トに点字打刻を行う打刻装置と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　装置ケース３の右側部には、電源供給のための電源供給口１６と、データ作成装置１等
の外部装置と接続するためのＵＳＢコネクタ１７が形成されている。すなわち、ラベル作
成装置１では、外部装置に接続し、外部装置によって生成された文字情報等に基づいて、
墨字印刷や点字打刻を行うことができるようになっている。また、装置ケース３の内部に
は、装置本体２を統括制御する制御部６０を構成する回路基板（図示省略）が搭載されて
いる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　また、図５（ｂ）に示すように、印刷用入力モードの入力画面１０１は、印刷用文字入
力部１０２から入力した文字（印刷文字）に基づいて、表示領域１１３にラベルイメージ
１１４を表示するイメージ表示部１０３と、作成されるラベルのラベルサイズ（縦×横の
それぞれの長さ）を表示するサイズ表示部１０４と、を有している。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　そして、作成されたラベルイメージ１１４がイメージ表示部１０３の表示領域１１３に
収まらないときには、ラベルイメージ１１４の一部分を部分表示させ、印刷用文字入力部
１０２におけるカーソル位置に基づいて、ラベルイメージ１１４をスクロールさせるよう
になっている。すなわち、印刷用文字入力部１０２上でカーソル１１１が指す位置が、表
示領域１１３の所定位置で（本実施形態では、カーソル１１１の右隣の文字が表示領域１
１３の尾端に位置するように）表示され、例えば、印刷用文字入力部１０２上でカーソル
１１１を右に移動させると、ラベルイメージ１１４も右にスクロールされ、カーソル１１
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１を左に移動させると、ラベルイメージ１１４も左にスクロールされるといったように、
印刷用文字入力部１０２上におけるカーソル１１１の移動に追従してラベルイメージ１１
４がスクロールされる（図６参照）。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　一方、モード選択メニューで「点字用入力モード」が選択されると、点字用入力データ
の文字情報を文字入力可能な、点字用入力モードの入力画面１２１が表示される。図５（
ｄ）および（ｅ）に示すように、点字用入力モードの入力画面１２１は、ラベルに打刻す
る点字を文字入力するために用いられ、入力した文字を墨字表記で表示する点字用文字入
力部１２２と、文字の入力位置を指標するカーソル１１１と、点字用文字入力部１２２か
ら入力した文字の点訳結果を点字表記する点訳点字表記部１２３と、点訳（点字表記）さ
れた点字の墨字訳を表記する墨字訳表記部１２４と、を有している。点字用文字入力部１
２２から文字を入力した後、所定のキー操作（例えば、点訳キーの押下）を行うと、入力
した文字に基づいて、点字用入力データとなる（点字ルールに従って分かち書きされた）
点訳データが作成される。この点訳データに基づいて、点訳点字表記部１２３には、点字
用文字入力部１２２に墨字表記されている入力文字を点訳したときの点字表記が表示され
、墨字訳表記部１２４には、その墨字訳がカタカナ表示される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　先ず、入力点字表示部１３１について説明する。図６および図７に示すように、入力点
字表示部１３１は、印刷用文字入力部１０２の上側に配置され、印刷用文字入力部１０２
と上下に並んで表示される。入力点字表示部１３１には、印刷用文字入力部１０２の行番
号１１２の表示位置に対応して、点字データに基づく表示であることを指標する点字マー
ク１３２（１点字を構成する６個の点を示した点字マスイメージ）が表示され。この点字
マーク１３２の後に墨字訳が表示される。これにより、ユーザは、入力点字表示部１３１
に表示された点字の墨字訳と、印刷用文字入力部１０２に入力された印刷文字とを、区別
することが可能である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　入力点字表示部１３１において表示される墨字訳は、上述の墨字訳表記部１２４に表示
される内容と同内容である。そして、図６および図７に示すように、分かち書き等のため
に、１マス空いている部分には、これに対応してスペースを指標するスペースマーク１３
３が表示される。なお、上述したように、本実施形態では、印刷文字の入力と点字の入力
とは、異なる入力モードで行うよう構成されており、印刷用入力モードの入力画面１０１
上から、入力点字表示部１３１に表示されている内容（点字データ）を、修正・変更、ま
たは新たな点字の入力をすることはできないようになっている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　次に、図６および図７を参照して、印刷用入力データとして、「源氏物語」、点字用入
力データとして、「ゲンジ　モノガタリ」が入力されている場合を例に、入力データとし
て、印刷用入力データおよび印刷用入力モードが入力されているときにおける印刷用入力
モードの入力画面１０１でのラベルイメージ１１４のスクロールについて具体的に説明す
る。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　一方、カーソル１１１が「リ」の右側に位置しているときに、所定のキー操作を行うと
、このキー操作をトリガとして点字データの一括削除処理が開始され、点字データが一括
削除される。そして、図８（ｃ）に示すように、点字データの一括削除がラベルイメージ
１１４にも反映され、点字イメージが削除されたラベルイメージ１１４が表示される。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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